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　　　　褥瘡予防対策管理委員会　第4回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成　25年8月7日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16：30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：高橋　満子
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞

・7月入院患者様は11名（東病棟11名）。内、軽度の褥瘡発生リスクを有する患者様は5名。他6名の患者様は褥瘡発生リスク無しの評価。

・褥瘡定期評価者の定期評価の入力作業を進めて下さい。

・今月より、WIZ掲示にて褥瘡管理状況の掲示を行っていく事としています。褥瘡管理状況は随時確認していきますが、新規発生や治癒等があった場合は、早急に委員長への報告をお願いします。

・今後、各病棟、施設でのカンファレンス時間に褥瘡の勉強会を実施していく予定です。西病棟と北病棟は褥瘡委員がいない為、委員で資料を準備し、西病棟と北病棟のスタッフで勉強会を実施してもらう事としています。

＜議事内容＞

東病棟：褥瘡発生者無し。

褥瘡発生リスクを有する方（定期評価者）：現在6名

（要観察中）

高橋　礼子様～仙骨部に浸出液と排膿を伴う潰瘍あり。まだ、褥瘡との診断はついてはいませんが、以前に仙骨部に褥瘡の既往あり、褥瘡として処置を実施しています。褥瘡との診断がつき次第、発生報告書を作成し、院長へ報告を行う事としています。
南病棟：新規褥瘡発生者1名あり。

竹岸　健治様～7月15日発生。右殿部に褥瘡あり、処置（アズノール塗布+ラップ保護）実施している。経過は良好であり、8月7日現在はほぼ治癒傾向。

褥瘡発生リスクを有する方（定期評価者）：現在15名

褥瘡治療継続者：北山　和子様～褥瘡（仙骨部）悪化無し。処置変更無し（ゲーベン+ラップ保護）
西病棟：褥瘡発生者無し。

北病棟：褥瘡発生者無し。

褥瘡治療継続者：木村　義重様～褥瘡（両大転子部）悪化無し。処置変更無し（エルタシン+ラップ保護）

南山苑：褥瘡発生者無し。

2階：褥瘡治療継続者：工藤　クニ様～褥瘡（仙骨部）悪化無し。処置変更無し（ゲーベン＋ガーゼ保護）

　　　　　　　　　　　澤村ミキ様～褥瘡（背部）悪化無し。処置変更無し（ゲーベン＋ガーゼ保護）

3階：褥瘡治療継続者：川守田　惇様～褥瘡（仙骨部、臀部）悪化無し。処置変更無し（アズノール+ガーゼ）

　　　　　　　　　　　加賀　栄吉様～褥瘡（仙骨部）悪化無し。処置変更無し（アズノール+ガーゼ）

現在、褥瘡治療継続者は病院3名、南山苑4名となっており、褥瘡治療者は計7名。

　　　　

※次回の委員会開催は、9月4日（水）15時30分からの予定としています。
